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【②「認定こども園の数（大阪）】
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1 大阪 51 287

2 兵庫 118 230

3 茨城 99 164

7 東京 103 93

（単位：か所）

※出典：内閣府子ども・子育て

本部「認定こども園の数につい

て（平成27年4月1日現在）」

※各年4月１日現在
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【①保育士の有効求人倍率等の推移（大阪）】

有効求人数 有効求職者数 有効求人倍率（保育士） 有効求人倍率（職業計）

0

（人） （倍）

※常用計

原数値

H25.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

有効求人倍率 1.62 1.73 1.73 1.16 0.95 1.01 1.14 1.23 1.37 1.37 1.67 1.99

有効求人数 2,086 2,265 2,460 2,288 1,928 1,939 1,997 1,987 2,115 2,161 2,343 2,466

有効求職者数 1,287 1,307 1,418 1,964 2,025 1,916 1,758 1,622 1,545 1,582 1,404 1,237

H26.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

有効求人倍率 2.07 2.21 2.12 1.13 0.95 0.96 1.19 1.32 1.40 1.58 1.89 2.40

有効求人数 2,612 2,876 2,870 2,263 1,875 1,785 1,951 2,051 2,137 2,373 2,558 2,791

有効求職者数 1,262 1,303 1,355 1,994 1,964 1,853 1,639 1,551 1,525 1,503 1,354 1,161

H27.1 2 3 4

有効求人倍率 2.69 2.63 2.51 1.36

有効求人数 3,114 3,108 2,943 2,326

有効求職者数 1,158 1,183 1,172 1,714

保育士の職業紹介状況等について
○保育士の有効求人倍率は、全職業の平均を大きく上回り、依然として人手不足状態が続いている。
○大阪府における認定こども園の数は、昨年より５倍以上増加し、全国一となっている。
○当局・ハローワークでは「保育士マッチング強化プロジェクト」により、保育士への就職支援等を実施。
その一環として、6月２１日（日）にハローワーク梅田において「保育士就職面接会」を開催予定。

１ 保育士の現状

・保育士の有効求人倍率は、毎年１～２月頃にピーク

を迎えており、大阪における平成２７年１月は２．６９倍

と全職業の平均１．１３倍を大きく上回り、依然として

人手不足状態が続いている。（図①）

・今年４月１日現在の認定こども園の数は、全国で昨

年より倍増している。特に大阪府では昨年の５．６倍と

大きく増加し、全国一の数となっている。（図②）

Ｈ２７．５．２８ 大阪労働局職業安定部
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【④保育士の賃金】

所定内給与額

※出典：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」
（千円）

※企業規模１０人以上

男女計

企業規模計

295.7千円
企業規模計

299.6千円

7,871人

10,230人 10,463人

H24年度 H25年度 H26年度

【③保育士の新規求人数（大阪）】 ※常用計、原数値

「保育士マッチング

強化プロジェクト」

開始（H25.10月）

・保育士の新規求人数は平成２５年度に大きく増加しているものの（図③）、保育士の賃金は低い水準のままとなっている。（図④）

・指定保育士養成施設卒業者のうち、約半数は保育所に就職していない。（図⑤） また、保育士資格を有しながら保育士としての

就職を希望しない求職者のうち、半数以上が勤続年数５年未満であり、早期離職の傾向も顕著となっている。（図⑥）

保育所に就職

51.7 %
保育所以外の児童

福祉施設、障害者

施設、老人施設、

幼稚園等に就職

31.5% 

その他

16.8% 

【⑤保育士養成施設で保育士資格を取得して卒業した者の就職先】

約半数

（48.3%）

は保育所に

就職していない

※出典：Ｈ２４年度末 厚生労働省雇用均等・児童家庭局保育課調べ
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14.1% 
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⑥保育資格を有しながら保育士としての就職を希望しない求職者

保育士としての勤務年数

半数以上

（50.7%）

が勤務年数

５年未満

※出典：厚生労働省職業安定局「保育士資格を有しながら保育士として

の就職を希望しない求職者に対する意識調査」（平成２５年）

注）対象は、保育資格を有

しながら保育士としての就

職を希望しない求職者の

うち、保育士としての勤務

経験があるもの



29.6% 

37.7%
【⑧保育士の就職率（平成２６年度・大阪）】

職業計 保育士

8.1
ポイント

の差

○ハローワークにおいて求人・求職者双方に対し、保育士
人材確保のために重点的な取組を実施
・未紹介、未充足求人に対するフォローアップの徹底
・求人事業主向けセミナーの開催
・求職者に対する求人情報等の提供や応募の勧奨。
・就職面接会等の実施 等

○ハローワークと保育所の整備を実施する府市区町村
との連携強化
・「保育士・保育所支援センター」等との連携
・府市区町村が実施する再就職セミナーや研修への参加勧奨、
連携等
・保育士での再就職を目指されている方やブランクがある方への
就職セミナー（講師：保育園園長を経験された市の家庭児童相談担当者）

２ ハローワークにおける「保育士マッチング強化プロジェクト」の実施

保育士の確保を図るため、ハローワークにおける求人充足サービスの強化や地方自治体との
連携による保育士への就職支援等を実施

・昨年４月１日における

大阪の待機児童数は全

国で４番目となっている

が、待機率にすると、全

国で１１番目となってい

る。（図⑦）
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【⑦保育所入所待機児童数・待機率（上位の都道府県・平成２６年４月１日現在）

※出典：大阪府ホームページ（大阪府福祉部子とも室子育て支援課
認定こども園・保育グループ）

待機率（％）
（前年同月比）

待機率〔％〕＝待機児童数／（利用児童数＋待機児童数）×100

全国計

0.93％

大阪の
保育所入所待機児童数は、全国で4番目
保育所入所待機率は、全国で１１番目

（H26.4.1現在）
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2,160人
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1,251人

678人
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905人 1,079人

191人

1,124人

待機児童数（人）

【就職セミナーの様子】

・保育士の就職率は職業計よりも高くなっている。（図⑧）

平成２６年度実績 開催回数 事業所数 参加(求職者)数 就職件数

保育所の見学会等 22 52 176 -

保育所就職面接会 23 66 174 66



平成27年6月21日(日)13:30～16:00

ハローワーク梅田
大阪市北区梅田1-2-2 大阪駅前第２ビル16階

参加事業所：１２社

☆事前予約不要！

☆複数応募ＯＫ！

☆日曜日開催！

お問い合わせは
大阪労働局 職業安定部 職業安定課

06-4790-6300
http://osaka-hellowork.jsite.mhlw.go.jp/

（最終受付15:30）

当日参加もＯＫです。
※但し、求職登録（無料）が必要となります。

複数の履歴書を持参の上、会場に

お越しください。

在職中の方も大歓迎です。

※平成２７年度の大学等卒業予定
者には保育所説明会のみを実施
いたします。

保育士以外の求人もあり
ます☆

元気な子どもたちと一緒
に保育所で働いてみませ
んか？！
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